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公文書館等が提供する授業用教材の効果的な活用に向けて
―「授業で使える和歌山の資料」を中心に―

寺前　駿

はじめに
　本稿は、公文書館等（１）の教育連携事業の１つとして考えられる、公文書館等が提供する授業用教
材の特徴や課題を整理し、教員がその授業用教材を効果的に活用するために必要な取組、つまり①効
果的な活用が見込まれる授業用教材とはどのようなものか、②歴史教育の刷新につなげるためにどの
ような授業用教材を公文書館等が提示するべきか、③授業用教材が学校の授業で活用されるための具
体的な取組とは何か、を論じるものである。筆者は、過去に和歌山県立の高等学校地理歴史科教員と
して、歴史総合（２）、世界史、日本史といった歴史に関する科目を主に担当してきた。2024年度から
は、和歌山県立文書館（以下、「当館」という。）の教育連携担当として、当館ホームページ「授業で
使える和歌山の資料」で公開している授業用教材を作成している。このような教員経験者の立場とし
て本稿を記す。
　本稿における授業用教材とは、学習指導案や授業で使用するワークシート、資料の解説が記された
シート（以下、「解説シート」という。）等を含む、学校の授業での活用を想定した教材のことである。
また、本稿における効果的な活用とは、教育上重視される歴史資料に関する学問的成果を踏まえて作
成した授業用教材を用いて授業を実施したときに、多様な児童生徒それぞれが、学習内容に興味関心
を持って、個々に必要な能力を伸ばす支えになること、現代社会を生きる上で必要な能力を伸ばし、
平和で民主的な社会の発展のために主体的に行動できる資質・能力を持つことができる活用のことと
する。
　ソーントン（2012）（３）は、全ての教育に関わる者が、学校プログラム全体の目標（大目標）、教育
課程の目標、単元や授業の目標の３つのレベルのつながりをチェックしたり、評価したりすることが
不可欠であると指摘する。また、大目標を設定する際の根拠を、生徒の興味関心や適性、社会生活か
らの要求、現代の学問的成果とする。つまり大目標は、教育に関わる全ての人々によって考え直され
るべきであり、授業用教材を使用する各学校の実態によって変化するものである。
　国内の公文書館等が提供する授業用教材は、都道府県立公文書館等（４）を中心に複数ある。これら
の授業用教材は、①児童生徒が公文書館等を利用すること、②児童生徒が資料に触れること、③児童
生徒が地域史を学ぶこと等の活動を取り入れている。①は利用することによって、公文書館等の役割
の重要性を学ぶこと（５）を目指している。②は資料に触れることによって、資料読解による思考力の
育成（６）、資料を活用する能力の育成（７）、具体的なものとして身近に感じること（８）を目指している。
③は地域史を学ぶことによって、歴史を身近に感じること（９）、「中央」の歴史だけではない視点を得
ること（10）を目指している。ただ授業用教材の全体の目標とそれぞれの授業用教材で達成したい目標
のつながりについて論じているものは、新潟県立文書館の事例のみである。例えば、市村（1994）

（11）は、教員の立場から歴史教育の大目標について「自らの生き方を求め、いかによりよき社会を目
指すかを学ぶため」とし、所蔵資料を活用した授業用教材の目標について「地域の視点を導入するこ
とによって多面的な歴史認識を培い、学ぶ意欲を育成すること」、「さまざまな角度から物事を見つめ、
しっかりとした自分の意見を持つことができる」こととし、その根拠として「身近な地域の人々が作
り上げてきた生活や文化に直接触れる機会を持ち、歴史が自己を取り巻く現実の社会の中に流れてい
ることを生徒に認識させてこそ、主体的学習態度・学ぶ意欲が育成できる」としており、各レベルの
目標のつながりを意識して授業用教材を紹介している。一方、公文書館等の立場から大目標を明示し
たうえでそれぞれの授業用教材の目標とのつながりを論じる授業用教材はない。
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　ソーントンの指摘を踏まえると、大目標は各学校によって変化するものであるが、公文書館等も教
育に関わる者として、大目標の内容や大目標と単元・授業レベルの目標のつながりを設定し、それを
学校へと提示できるようにする必要がある。そこで本稿では、ソーントンが指摘する３つの根拠（生
徒の興味関心や適正、社会生活からの要求、現代の学問的成果）を勘案し、先に記した効果的な活用
が達成されることを公文書館等が提供する授業用教材の大目標に設定する。また、このような社会科
教育に関する知見を公文書館等が提供する授業用教材に取り入れることによって、立場や考え方の異
なる公文書館等と学校との連携が深まっていく１つの要因になるのではないかと考える。
　そこで本稿の第１章では、特徴的な取組を行っている都道府県立公文書館等が提供する授業用教材
のそれぞれの特徴と課題を整理する。第２章では、第１章で整理した特徴と課題を踏まえて、当館の

「授業で使える和歌山の資料」で公開する授業用教材の目標が、本稿で設定する大目標といかに接続し
ているかを論じて、公文書館等と教員としての視点から授業用教材の効果的な活用のために必要な取
組を提示したい。

1.　都道府県立公文書館等が提供する授業用教材の整理
　本章では、特徴的な取組を行っている都道府県立公文書館等が提供する授業用教材の特徴と課題を
整理する。１節では、複数の都道府県立公文書館等が提供する授業用教材を取り上げ、その特徴を整
理する。２節では、１節で整理した各館の授業用教材の特徴から、公文書館等が提供する授業用教材
の長所と課題を論じる。

1.1.　都道府県立公文書館等が提供する授業用教材の特徴
　本節では、特徴的な取組を行っている新潟県立文書館、滋賀県立公文書館、山口県文書館、鳥取県
立公文書館、福井県文書館が公開する授業用教材の分析を行う。なおこの順序は、分類のために筆者
が配列したものである。表１は、ホームページ上で授業用教材を公開している都道府県立公文書館等
の９館と刊行物で授業実践を紹介してきた新潟県立文書館の提供する授業用教材の概要をまとめたも
のである。

表１　都道府県立公文書館等が提供する授業用教材の概要（2025年７月４日時点）
館 管轄 タイトル 教材数 分類※ 1 公開媒体（刊行物／ HP） 授業用教材の項目 所蔵資料
栃
木
県
立
文
書
館

教
育
委
員
会

『学校教材史
料集－授業に
使うとちぎの
史料－』

104 B

『学校教材史料集－授業に使うとちぎの
史料－』 史料、解説、教材化の視点、

授業展開例、参考例、出典、
参考文献

古文書・
公文書等https://www.pref.tochigi.lg.jp/m58/education/

bunka/monjyokan/1183088982641.html

群
馬
県
立
文
書
館

教
育
委
員
会

『授業で使え
るぐんまの資
料』、「教材づ
くりのための
郷土資料の活
用案」

152 B

刊行物
『授業で使えるぐんまの資料』

授業で使えるぐんまの資料
史料の画像、翻刻、意訳、
解説文、参考資料
 
教材づくりのための郷土資
料の活用案
資料の概要、学習指導要領
との関連、授業における活
用場面や活用方法、画像

古文書・
公文書等https://www.pref.gunma.jp/site/

monjyokan/130570.html
https://www.pref.gunma.jp/site/
monjyokan/130197.html
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表１　都道府県立公文書館等が提供する授業用教材の概要（2025年７月４日時点）
館 管轄 タイトル 教材数 分類※ 1 公開媒体（刊行物／ HP） 授業用教材の項目 所蔵資料
埼
玉
県
立
文
書
館

教
育
委
員
会

「授業に関連
する文書館収
蔵資料」

9 B

資料名、資料の画像、解説、
資料が生かせる教科・単元
等、その他、閲覧時の留意
点

古文書・
公文書等h t t p s : / / m o n j o . s p e c . e d . j p /

gakkourenkei/jugyo-support

新
潟
県
立
文
書
館

教
育
委
員
会

「史料と教育
シリーズ」 8 A

『研究紀要』
各授業用教材によって異
なる

古文書・
公文書等

福
井
県
立
文
書
館

教
育
委
員
会

「学校向けアー
カイブズガイ
ド」、「ふくい
のアーカイブ
ズを活用した
教材集」、「明
治時代の新聞
の教育活用」

76 A・B

学校向けアーカイブズガイド
画像、解説、資料の注目ポ
イント、関連資料や関連す
る展示、参考文献、翻刻文、
現代語訳
ふくいのアーカイブズを
活用した教材集
資料、問い、解答例、この
資料から学んでほしいこ
と、追加解説

古文書・
公文書等

https ://www.l ibrary-archives .
pref.fukui.lg.jp/bunsho/category/
gakkoushiryou/493.html

岐
阜
県
歴
史
資
料
館

知
事
部
局

「授業にも使
える当館所蔵
資料」

24 B
内容、解説、用語について、
資料の授業等への利用に
ついて

古文書・
公文書等ht tp s : / /www.p re f. g i f u . l g . j p /

page/2482.html

滋
賀
県
立
公
文
書
館

知
事
部
局

「『歴史公文書
が 語 る 湖 国 』
を用いた授業
指導案集」、「公
文書館所蔵資
料を用いた学
習指導案集」

12 A

『滋賀のアーカイブズ』
単元を貫く問い、育成した
い資質・能力、単元の流れ、
本時

公文書等
（ 古 文 書
なし）https://archives.pref.shiga.lg.jp/

index.php/school

和
歌
山
県
立
文
書
館

知
事
部
局

「授業で使え
る和歌山の資
料」

16 A・B
資料、解説、活用のポイン
ト、出典、関連資料・ウェ
ブサイト等、参考文献

古文書・
公文書等https://www.lib.wakayama-c.ed.jp/

monjyo/archive/kyouiku/index.html

鳥
取
県
公
文
書
館

知
事
部
局

新鳥取県史を
活用したデジ
タル郷土学習
教材

66 B 画像・本文、釈文、意訳、
解説、参考文献

公文書等
（ 古 文 書
なし）h t t p s : / / w w w. p r e f . t o t t o r i .

lg.jp/298337.htm

山
口
県
文
書
館

教
育
委
員
会

「アーカイブ
ズガイド－学
校教育編－」

213 B 資料の画像、翻刻 , 意訳、
解説

古文書・
公文書等https://archives.pref.yamaguchi.

lg.jp/education/archives-guide/

※１　 １章２節で取り上げる授業用教材の分類　Aが教員が授業で活用するために作成した学習指導
案や教材を公開している事例、Bが職員が授業のサポートとなる資料の解説などを記したシー
トを公開している事例
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1.1.1　新潟県立文書館　―各教員の歴史教育観を踏まえた授業用教材―
　新潟県立文書館では、同館の刊行物である『研究紀要』（12）に1994年から2002年まで全８回の「史
料と教育シリーズ」と題して、新潟県内の学校教員が同館の所蔵資料を中心に新潟県に関係する資料を
活用した授業実践を紹介する論考を発表してきた。本シリーズを執筆した教員の校種と人数は、小学校
２名、中学校２名、高等学校４名である。学習内容は、小学校が、江戸時代の身分制度、鎌倉武士のく
らしの２点、中学校が、江戸時代後期の異国船渡来と打ちこわし、自由民権運動の２点、高等学校が、
文明開化と殖産興業、天明の大飢饉、江戸時代の特産品、情報公開制度の４点の計８点である。
　本シリーズの特徴は、①文書館職員ではなく教員が作成していること、②教員が実施した授業実践
を紹介していること、③単元設定の理由を記して、各教員の歴史教育観との接続をはかっていること
がある。
　西沢（1995）（13）は、生徒に「歴史学習が楽しいと感じられるのはどんなときか」とのアンケート
を実施し、結果を①テストでよい点を取ったとき、②テレビなどに習ったものが出たとき、③個々の
知識の関連を知ったとき、④今までの認識がひっくり返ったとき、⑤身近な地域の歴史が出てきたと
きと分類した。その上で、生徒側に立った授業を重視し、この条件を満たす授業を目指し、身近な地
域の実物資料を中心においた授業用教材を開発している。本間（1998）（14）は、生徒に「歴史を好き
になってほしい」という願いから、地域の資料を単元に組み込み体験活動を授業実践に取り入れてい
る。佐々木（1999）は、卒業後も地元に残る生徒が多いとの認識から、「中央政権中心の一般的な歴
史」だけでなく「地方に密着した歴史」を学ぶことや為政者からではなく支配される側の視点を学ぶ
ことが重要だと考え、当時に生きた人の本当の心や生きざま、雰囲気がダイレクトに伝わるとする史
料を活用する授業実践を紹介している。兵藤（2001）（15）は、社会の変化が激しい現代において、問
題解決の過程を通して社会事象を把握し、社会認識を形成することが重要とし、身近な施設である文
書館の資料や人材を活用して、地元の自由民権運動を探究し、それを生徒が評価する活動を取り入れ
た授業実践を行っている。
　このように、執筆者によって対立し得るものもあると考えられるが、それぞれ執筆者が歴史を教え
る意味について考察した上で、その接続を目指した授業実践を紹介していることが、本シリーズの最
も大きな特徴である。

1.1.2.　滋賀県立公文書館　―多様な立場の人々の対話による授業用教材集の作成―
　滋賀県立公文書館では、同館の刊行物である『滋賀のアーカイブズ』（16）に2022年に「『歴史公文書
が語る湖国』を用いた授業指導案集」、2023年に「公文書館所蔵資料を用いた学習指導案集」と題し
て、滋賀県内の小学校・中学校・高等学校教員が、日本近代史が専門の大学教員や公文書館職員、教
育委員会職員との研究会での議論を行って作成した、同館の所蔵資料を活用した授業実践を紹介して
いる。刊行の目的は、子どもたちに滋賀県の歴史をより深く知ってもらいたいと考え、実際の授業で
活用しやすくするためとしている（17）。これらの刊行物は、ホームページ上にてPDF形式で全て公開
されている。教材数は、小学校１点、中学校６点、高等学校５点である。学習内容は、小学校が、第
４学年社会科での水害からの防災学習、中学校が、「近代国家へのあゆみ」、「日清・日露の戦争と東ア
ジアの動き」、「立憲制国家の成立」、「姉川地震を題材に想定する防災と減災」、「近代滋賀の貧困対
策」、総合的な学習の時間での地域学習、高等学校が、「富国強兵と文明開化」、「大正デモクラシーと
政党政治」、「滋賀県における文明開化」、「滋賀県における名所・史跡の観光活用の歴史」、総合的な探
究の時間での主権者教育である。
　この刊行物の特徴は、①文書館職員ではなく教員が執筆していること、②授業実践の掲載項目（「単
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元を貫く問い」・「育成したい資質・能力」・「単元の流れ」・「本時」）を統一していること、③各機関と
協議を重ねた上で授業用教材を作成していることがある。
　宮坂（2022）（18）は、収録された授業用教材の特徴を「社会生活とより密接な「近現代」に限定し
た内容であること」、「歴史の結果だけではなく、詳しい意思決定過程を示していること」、「歴史叙述
の根拠となる史料を豊富に紹介していること」としている。そして、渡部（2019）（19）が取り上げる

「正統的周辺参加」を引用し、授業実践の内容は、生徒たちが滋賀県もしくは自分の住む地域の「正統
なる構成員として大人たちに承認される」ために必要な知識となるようなテーマになっているとする。
そのため、滋賀県を構成する大人に対して「子どもたちが所属を希望する集団」になること、そして
本県の歴史に関する知識を「常識」として共有することを呼びかけている。また、宮坂（2023）（20）

では、各資料の魅力を十分に理解した教員の熱を持った的確な導きによって、資料ににじむ先人たち
の苦闘を追体験する生徒たちは、教育基本法第１条「教育の目的」で謳

うた
われる「平和的な国家及び社

会の形成者」に近づいていくとしている。
　本書は、それぞれの授業用教材と大目標のつながりに関する記述はないが、宮坂（2022）、宮坂（2023）
が指摘する大目標のもとに統一性をもった授業実践が紹介されていることが最も大きな特徴である。

1.1.3.　山口県文書館　―幅広い時代を網羅する館蔵資料を活用した授業用教材―
　山口県文書館では、ホームページ上で「アーカイブズガイド－学校教育編－」（21）と題して、同館
の所蔵資料の画像と資料の授業等での活用を意識した解説文を１枚のシートにしたものを公開してい
る。これらのシートの基本的なスタンスは「日本の歴史を学ぶ上で、理解の助けになる館蔵資料を紹
介し、活用してもらう」こととし、あくまでも文書館は学校教育のサポートであると位置づけている

（22）。資料の選定の基準は、「視覚に訴えるビジュアル的に優れた資料」、「著名な人物、重大事件に関
する資料」、「児童生徒の生活経験に根差す地域の資料」、「意外性があり、知的好奇心を刺激するよう
な資料」、「中央と地方の歴史のつながりを感じることのできる資料」としている（23）。また、中学校
の歴史的分野の教科書と対応したシートの一覧表をつくっている。
　山口県文書館の授業用教材の特徴は、①シートの内容が古代から現代にかけて網羅されていること、②
資料の解説が中心であること、③同館の所蔵資料であれば地域史の内容にこだわっていないことがある。
　「ツタンカーメンの黄金のマスク」（24）の写真資料のように同館の所蔵資料であるが山口県の歴史と
の関わりが薄い資料であっても、「エジプト文明」と題してエジプト文明やツタンカーメンの黄金のマ
スクに関する解説を記したシートを作成している。このように、地域との関わりにこだわらず、幅広
い時代を網羅している授業用教材であることが最も大きな特徴である。

1.1.4.　鳥取県立公文書館　―幅広い時代を網羅する地域との関わりを記す授業用教材―
　鳥取県立公文書館では、ホームページ上で「新鳥取県史を活用したデジタル郷土学習教材」（25）と
題して、「新鳥取県史編さん事業」で収集した資料を中心に、学校での活用を図ることを目指して、資
料の画像と解説を記載したシートを公開している。これは、郷土の歴史文化を担う人材の育成や県民
の「ふるさと鳥取」に対する愛着や誇りの醸成を図ることを目的とした「ふるさと鳥取歴史情報活用
推進事業」の一環として、公文書館職員、教員、教育委員会職員等が連携し作成したものである。作
成方針は５つあり、ア 全国的な歴史を学ぶ中で、教科書の内容に沿ったテーマ設定を行い、鳥取県の
特色ある歴史を学習できるように資料を選定していること、イ 解説文には資料内容の解説だけでな
く、市の史料を取り巻く歴史的背景や、その資料から浮かび上がる当時の鳥取県の様子についても言
及し鳥取県の歴史を手軽に学べる完結でわかりやすい内容を意識していること、ウ １つのテーマに対
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してA４サイズ１枚のシートにし、ICT教育等にも対応した活用しやすい形での教材の提供をしてい
ること、エ 教材に「問いかけ」を用意したり、原本画像や資料本文を掲載し具体的にイメージできる
ようにしたりして、生徒の主体的で深い学びへ対応していること、オ 授業等の実践や教員との連携を
踏まえて随時、内容を見直し、教材の質的向上と取組みを継続することがある（26）。
　鳥取県立公文書館の授業用教材の特徴は、①シートの内容が古代から現代にかけてほぼ網羅してい
ること、②資料の解説が中心であること、③館蔵資料にこだわらず鳥取県の歴史を学ぶことができる
資料を取り入れていることがある。
　特に、「新鳥取県史編さん事業」で収集した鳥取県内の博物館等の機関や個人蔵の資料に加えて、県
外の機関が所蔵する鳥取県に関連する資料も対象として、全国的な歴史と鳥取県内の歴史をつなげて
学習できるシートになっていることが最も大きな特徴である。

1.1.5.　福井県文書館　―文書館作成の解説シートと教員作成のワークシートをともに紹介―
　福井県文書館では、ホームページ上で「学校向けアーカイブズガイド」（27）、「ふくいのアーカイブ
ズを活用した教材集」（28）、「明治時代の新聞の教育活用」（29）を公開している。
　「学校向けアーカイブズガイド」は、「デジタルアーカイブ福井」で公開している資料から、授業で
活用しやすいものを選び、資料の画像と解説を記載したシートを公開している。シートには、資料の
画像、福井とのかかわりを記した解説、資料の注目ポイント、関連資料や関連する展示、参考文献、
必要に応じて翻刻文、現代語訳を記載している。このページの作成の目的は、教員が授業を進めるう
えで、生徒の理解の助けになるような資料や、福井に関わる資料を紹介し生徒が資料を通して福井の
歴史に触れる機会を設けることを目的とし、あくまで学校教育に利用可能な資料の紹介・提供が目的
であり、所蔵資料を使って体系的に歴史を語ることではないとしている（30）。また、教科書に掲載さ
れている資料と福井との関わりを知ることで、歴史を身近なもの、具体的なものとしてとらえること
ができるとしている（31）。
　「ふくいのアーカイブズを活用した教材集」は、「学校向けアーカイブズガイド」を参考に高等学校
地理歴史科教員の協力のもと作成したものである。教材には、資料、資料に関する問い、解答例、こ
の資料から学んでほしいこと、資料に関する追加の解説が記されている。作成の目的は、教材集を通
して福井県のアーカイブズ（記録資料）への関心を高めるともに、多様な資料の読解により思考力・
判断力を養ってもらうこととしている（32）。
　「明治時代の新聞の教育活用」は、「デジタルアーカイブ福井」で公開している新聞画像（1882～
1891年）の中から、中学校・高等学校の教材として活用可能な記事を30点選定したもの、1890年の
福井中学校の修学旅行関係の記事、新聞画像を活用したワークシート４点を公開している。ワークシ
ートには、画像、補足・用語説明、複数の発問例を記載している。児童生徒たちにとって100年以上
前の郷土の新聞に触れることは貴重な機会であり、これを活用することによって児童生徒の興味・関
心を喚起することができることや、新聞記事の読解や要約の作業を通して歴史学習において重視され
る「資料活用能力」の養成につながるとしている（33）。
　福井県文書館の授業用教材の特徴は、①文書館職員が作成した解説文を記したシートと教員が作成
した教材やワークシートを両方掲載していること、②シートは資料の解説文の他に授業での活用のポ
イントや関連資料を記載していること、③教員が作成した教材やワークシートには複数の問いが記さ
れていることがある。
　福井県文書館では、「学校向けアーカイブズガイド」で、職員が授業のサポートとなる資料の解説な
どを記したシートを作成し、「ふくいのアーカイブズを活用した教材集」と「明治時代の新聞の教育活
用」で、教員が実際の授業で活用するために作成した学習指導案やワークシートを作成している。こ
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れらの授業用教材は、文書館と教員で両者それぞれの専門性を生かしており、その両方をホームペー
ジ上で公開していることが最も大きな特徴である。

1.2.　都道府県立公文書館等が提供する授業用教材の長所と課題
　本節では、１節で取り上げた都道府県立公文書館等が提供する授業用教材を教員が学校現場で用いる
際の長所と課題を整理する。はじめに多くの館で共通する授業用教材の特徴を整理し、次に館による授
業用教材の違いを分類した上で、都道府県立公文書館等が提供する授業用教材の長所と課題を論じる。

1.2.1.　都道府県立公文書館等が提供する授業用教材の共通する特徴
　都道府県立公文書館等が提供する授業用教材は、①主に自館で所蔵する資料を活用していること、
②地域の歴史と教科書等で記される歴史の関連を示していること、③日本の近世以降の歴史学習で扱
うことを想定した教材の割合が高いことが共通する特徴である。
　①は、アーカイブズ機関はアーカイブズ資料を取得、保存および利用等に責任をもつ機関であり

（34）、各機関が所蔵資料の利用に供することの１つの形態として授業用教材を位置付けているためであ
る。②は、それぞれの都道府県立公文書館等が自らの地方公共団体に関する資料を収集し、利用に供
しているため、その地域の歴史と関連する授業用教材が作られるためである。③は、都道府県立公文
書館等が近世以降の資料を収集することが多いためだと考えられる。ただ古代・中世の歴史、世界史、
地理、公民等を想定した授業用教材が全く存在しないわけではない。例えば、山口県文書館では、32
点の古代・中世に関する授業用教材がある（35）。これらの活用している資料の多くは、近世以降に作
られた古代・中世に関する内容が記載されている資料である。鳥取県立公文書館でも、23点の古代・
中世に関する授業用教材がある（36）。これは、館蔵資料だけでなく鳥取県と関わりのある資料を活用
した事例である。また山口県文書館では、収集した資料に含まれていた近世以降の資料を活用してエ
ジプト文明や聖書、インカ帝国などの世界史を想定した授業用教材もある。新潟県立文書館の「史料
と教育シリーズ」のうち坂上（2002）（37）では、公文書館等を活用することで情報公開制度について
学習する活動を取り入れた公民科の授業用教材を開発している。滋賀県立公文書館では、中学校と高
等学校の総合的な学習（探究）の時間での活用を想定した授業用教材がある（38）。

1.2.2.　都道府県立公文書館等が提供する授業用教材の違い
　都道府県立公文書館等が提供する授業用教材を整理すると表２のとおり、A教員が実際の授業で活
用するために作成した学習指導案や教材を公開している事例、B職員が授業のサポートとなる資料の
解説などを記したシートを公開している事例の２つに分類できる。

表２　都道府県立公文書館等が提供する授業用教材の分類
分類 Ａ教員が授業で活用するために作成した学

習指導案や教材を公開している事例
Ｂ職員が授業のサポートとなる資料の解説などを記したシート
を公開している事例

主な作成者 教員・教育委員会から配置されている職員 歴史学等の知識を有する職員等
内容 学習指導案、ワークシート 解説シート
利点 事前の教材研究の負担が少ない 当該資料に関する専門的な知見が得られる
欠点 異なる文脈をもつ学校での活用しにくさ 事前の教材研究の負担が大きい

県 新潟県、福井県、滋賀県、和歌山県 栃木県、群馬県、埼玉県、福井県、岐阜県、和歌山県、鳥取県立、
山口県
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　Ａ教員が授業で活用するために作成した学習指導案や教材を公開している事例は、新潟県立文書館
や滋賀県立公文書館等の授業用教材があてはまる。これは、資料を活用した学習指導案やワークシー
ト、具体的な発問例があるため、活用する教員が教材研究の負担を少なく授業で使うことができる。
ただ、提供する授業用教材が想定する児童生徒観と大きく異なる文脈を持つ児童生徒が多くいる学校
では、教材の活用が難しくなる。この分類のうち、新潟県立文書館の授業用教材は、各教員がそれぞ
れの大目標をもって、それと接続させた授業を紹介しており、それぞれの授業によって大目標に違い
がある。一方、滋賀県立公文書館の授業用教材は、研究会を結成し、意見交換を重ねて授業を作成し
ているため、統一性をもった大目標のもとに授業が紹介されている。
　Ｂ職員が授業のサポートとなる資料の解説などを記したシートを公開している事例は、山口県文書
館や鳥取県立公文書館等の授業用教材があてはまる。Aの事例と比較すると、教員が資料や解説シー
トをもとに授業の展開や発問を考える等の教材研究の負担が大きい。しかし、教員は資料に関する専
門家でないことが多いため、この事例では、資料に関する解説などの専門的な知見を授業に取り入れ
られる。この分類のうち、山口県文書館の授業用教材は、館蔵資料を活用して、地域史にこだわらず
解説シートを作成している。一方、鳥取県立公文書館の授業用教材は、館蔵資料にこだわらず、全国
的な歴史と鳥取県の歴史のつながりを記した解説シートを作成している。
　上記の２つの事例の分類をともに取り入れているのが、福井県文書館の授業用教材である。「ふくい
のアーカイブズを活用した教材集」では、Aの事例に分類される福井県内の教員が作成したシートを
活用した教材を公開しており、「学校向けアーカイブズガイド」では、Bの事例に分類される資料の解
説などを記したシートを公開している。

1.2.3.　都道府県立公文書館等が提供する授業用教材の長所と課題
　上記の整理を踏まえながら、「はじめに」で記した効果的な活用（教育上重視される歴史資料に関す
る学問的成果を踏まえた授業用教材を用いて授業を実施したときに、多様な児童生徒それぞれが、学習
内容に興味関心を持って、個々の生徒に必要な能力を伸ばす支えになること、現代社会を生きる上で必
要な能力を伸ばし、平和で民主的な社会の発展のために主体的に行動できる資質・能力を持つことが達
成される活用のこと）の観点から都道府県立公文書館等が提供する授業用教材の長所と課題を記す。
　長所の１つ目は、資料と授業をつなぐ教材になっていることである。都道府県立公文書館等が所蔵
する資料を活用した授業用教材は、資料読解等の活用を通じて、児童生徒が主体的に歴史学習に取り
組むことができる。これは、公文書館等の視点からみると、所蔵資料の活用に貢献する。さらに、公
文書館等の専門職員が持つ、「人間の思考、感情、活動の産物であり、またそれを実施するものでもあ
る記録情報を科学的に研究し、それらを長期的に保存し、時間と空間を超えてより自由にかつ適正に
利用できるようにすることを通して、生活、事業活動、文化、社会に貢献しようとする学術的・応用
的学問分野である」（39）アーカイブズ学に関する知見を教材に取り入れられることも長所である（40）。
一方、教員の視点からみると、将来歴史資料に関わる専門家になる児童生徒はごく一部であるため、
学問的成果の全てを授業用教材に取り入れるのではなく、教育的観点から見て重視される歴史資料に
関する専門的な知見を授業に取り入れることが重要となる。
　２つ目は、児童生徒にとって身近な地域から学習できる教材になっていることである。教員の視点
からみると、これは児童生徒が学習内容に対する関心を持つきっかけになりやすい。さらに、児童生
徒が学習内容と自らや自らの生きている社会との関わりに気付き、社会的事象に関心を持つことで、
平和で民主的な社会の発展のために行動する資質や能力をつけることができる可能性が高まる。また、
身近な地域の資料に触れることで、児童生徒が属する共同体への愛着を生むことにつながる可能性が
ある。人々が共同体の熟議に参加し、参加民主主義を達成するためには、共同体への愛着が基礎とな
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る（41）。これは、共同体を構成する人々が多様であると認めることやその共同体の外にいる人々を排
除しないことが前提である。公文書館等の視点からみると、地域に存在する歴史資料として重要な文
書等に児童生徒が触れる機会をつくることで、それを保存することの重要性に気づき、公文書館等の
役割を学ぶことができる。
　課題の１つ目は、近世以降の日本史を想定した教材の割合が高いことである。近世以降の日本史以
外の時代・地域の歴史や歴史以外の分野の内容を扱った授業用教材は存在するが、近世以降の日本史
と比較すると少ない。教員の視点からみると、資料を活用した授業用教材は、近世以降の日本史だけ
でなく幅広い分野で重視される（42）。そのため、幅広い分野での資料の活用を取り入れた授業用教材
の開発が必要となる。公文書館等の視点からみると、所蔵資料の年代に偏りがあることが原因となっ
て、この課題が生まれている。しかし、「ツタンカーメンの黄金のマスク」（43）の写真資料は、資料は
近代以降のものであったとしても、授業では別の時代・分野での活用が想定されている。このように、
既存の所蔵資料を、多様な時代・分野での活用を想定した授業用教材の作成することは可能である。
　２つ目は、公文書館等が提示する大目標とそれぞれの授業用教材の目標のつながりが明示されてい
ないことである。新潟県立文書館の史料と教育シリーズには、それぞれ執筆した教員の歴史教育観と
授業実践のつながりが記されていたが、他の授業用教材に、公文書館等が提示する大目標とのつなが
りを明示したものはない。教員の視点からみると、レヴスティク・バートン（2015）は、多くの教員
の教育における目的となっている、カリキュラムを網羅すること、統制を維持していくことに着目し、
この目的では児童生徒が参加民主主義・多元主義的民主主義の視点を持つ市民性の育成にはつながら
ないとしている。上記の目的から教員の姿勢を脱却するためには、それぞれの教員が明瞭に考察され、
はっきりと意識された歴史教育の大目標を持つことが重要であると指摘する。しかし、教員が１人で
継続的に大目標とのつながりを意識した授業を行うことは、非常に負担が大きい。そのため、多様な
機関が大目標とのつながりを明示した授業用教材のモデルを提示することは重要であると考える。公
文書館等の視点からみると、2010年にInternational Council on Archives円卓会議オスロ大会で採
択された世界アーカイブ宣言では、「アーカイブは、意思決定、行動、記憶を記録する。アーカイブは
世代から世代へ引き継がれる唯一無二にしてかけがえのない文化遺産である。アーカイブはその作成
段階からそれ自身の価値と意味を保存するために管理される。アーカイブは説明責任の義務及び透明
性ある行政経営活動の支えとなる、権威ある情報源である。アーカイブは個々人及び共同体の記憶を
保護し、それに寄与することによって、社会の発展に重要な役割を担う。アーカイブへの自由なアク
セスは、人間社会の知識を豊かにし、民主主義を促進し、市民の権利をまもり、生活の質を向上させ
る。」（44）とある。これは、本稿の大目標とも共通する部分が多い。しかし、大目標とそれぞれの授業
用教材の目標のつながりを公文書館等が明示しないことは、教員が授業用教材を活用したとしても、
世界アーカイブ宣言が示す理念の達成につながらない可能性が生まれる。
　そこで次章では、上記の長所を活かしつつ、課題の解決を目指した当館が提供する大目標とのつな
がりを明示した授業用教材について取り上げる。

2.　「授業で使える和歌山の資料」の効果的な活用に向けて
　本章では、当館のデジタルアーカイブ「和歌山県歴史資料アーカイブ」内で公開している「授業で
使える和歌山の資料」（45）の授業用教材について、１章で整理した公文書館等が提供する授業用教材の
長所と課題について踏まえながら検討を行う。１節では、「授業で使える和歌山の資料」の概要を記
す。２節では、「授業で使える和歌山の資料」の解説シート、ワークシートを各シートの目標から分類
し、大目標とのつながりを論じる。３節では、これまでの整理を踏まえて、「授業で使える和歌山の資
料」の授業用教材の長所と課題を指摘する。



― 45 ―

　以下の表３は、「授業で使える和歌山の資料」で公開中の授業用教材の各シートのタイトルと概要で
ある。また、図１は「高野山と大衆文化」の解説シート、図２はそれに対応する「時代による人々の
高野山に対するとらえ方の違いは何だろう？」のワークシートである。

表３　「授業で使える和歌山の資料」で公開中の授業用教材
解説シートのタイトルと概要 対応するワークシートのタイトル

1
唐の繁栄－耐久高校に伝わる『貞観政要』－

「耐久梧陵文庫」（耐久高校所蔵）に含まれる唐の太宗と重臣の議論を記録した
書籍

未作成

2 キリシタン禁制－密告者には褒美を与える－
和歌山市大川に伝わった 1682（天和 2）年のキリシタン禁制の触書

キリスト教の禁止は何をもたらした
のだろう？

3
大塩の乱－粉河の旧家に残されていた大塩平八郎の人相書－
1837（天保 8）年に起こった大塩の乱の首謀者を指名手配するための人相書の
写し

大塩の乱が起こった社会的背景とは
何だろう？

4
清の繁栄－『万寿盛典』初集からみる多民族国家の姿－

「濱口梧陵文庫」（和歌山県立図書館所蔵）に含まれる 1713 年、清の康熙帝の
60 歳の誕生日に開催された祝典の様子が記された書籍

清代の中国と江戸時代の日本の社会
の違いは何だろう？

5
将軍継嗣問題－和歌山に残る古文書からみる資料の特質－
1858（安政 5）年に徳川慶福（のちの家茂）が将軍の跡継ぎに決まったこと、
それに伴う一橋派の処分等を知らせる風聞を記した文書

未作成

6 桜田門外の変－幕末の転換点を紀州に伝える資料－
1860（万延元）年の桜田門外の変を知らせる風聞を記した文書 未作成

7 学制の布達－和歌山県における小学校教育のはじまり－
1872（明治 5 年）に発布された学制に関する和歌山県の布達

明治時代に出された学制は、どのよ
うな人の育成を目指したのだろう？
和歌山の視点から「近代化への問い」
をつくろう！

8 地券－和歌山県における地租改正－
明治初年の地租改正に際して発行された和歌山県内の地券（改正地券）

地租改正がもたらしたことは何だろう？
和歌山の視点から「近代化への問い」
をつくろう！

9 明治時代初期の家族のかたち－近代化と向き合う人々－
和歌山市園部に伝わった明治時代初期の離婚に関する文書

和歌山の視点から「近代化への問い」
をつくろう！

10
紀北の自由民権運動－粉河の実学社による国会開設建白－
1880（明治 13）年、実学社の児玉仲児らが太政大臣の三条実美宛に提出した国
会開設建白書

自由民権運動は和歌山の人々に何を
もたらしたのだろう？
和歌山の視点から「近代化への問い」
をつくろう！

11
紀南の自由民権運動－幻の「田辺改進党」構想－
自由民権運動の高まりを受け、明治期に田辺で結成が目指された「田辺改進党」
の団結趣意書

自由民権運動は和歌山の人々に何を
もたらしたのだろう？
和歌山の視点から「近代化への問い」
をつくろう！

12 和歌山の自由民権運動－木国同友会と濱口梧陵－
1881（明治 14）年に濱口梧陵を会長として結成された木国同友会の仮規則

自由民権運動は和歌山の人々に何を
もたらしたのだろう？
和歌山の視点から「近代化への問い」
をつくろう！

13
近代産業の発展－和歌山の工業化の原動力となった綿ネル業－
明治初期の和歌山で生まれ、多くの関連産業の発展を促した綿ネル（紀州ネル）
の見本帳

「綿ネル」が与えた影響はどのような
ものだったのだろう？
和歌山の視点から「近代化への問い」
をつくろう！

14
那賀地方の移民－サンフランシスコからの注文書－
明治時代に那賀地方からアメリカ合衆国へと移住した堂本誉之進が和歌山に暮
らす兄へと送った注文書の控え

なぜ人は移動するのだろう？
和歌山の視点から「近代化への問い」
をつくろう！

15
高野山と大衆文化－観光と宗教のはざまでゆれる「聖地」－
旧紀三井寺村（現和歌山市紀三井寺）の岩﨑家に伝わった文書群のうち、大正
時代の高野山参詣に関する資料

時代による人々の高野山に対すると
らえ方の違いは何だろう？

16 和歌山の公害対策－高度経済成長の光と影－
和歌山県の広報紙『県民の友』の和歌山県の公害対策に関する記事

「経済成長」とはどのようにあるべき
なのだろう？
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図１　「授業で使える和歌山の資料」解説シート「高野山と大衆文化」
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図２　���「授業で使える和歌山の資料」ワークシート「時代による人々の高野山に対するとらえ方
の違いは何だろう？」
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2.1.　「授業で使える和歌山の資料」の概要
　高等学校学習指導要領地理歴史編（平成30年告示）（46）の科目歴史総合・日本史探究では、授業に
おいて「資料の活用」を図ることが一層重視され、連携機関の１つとして「公文書館」が初めて明記
された。これを受けて当館では、2023年５月、県内に伝わる貴重な歴史資料を学校の授業等で活用し
てもらうことを目的に、デジタルアーカイブ「和歌山県歴史資料アーカイブ」内に「授業で使える和
歌山の資料」と題したページを開設した。当該ページでは、館蔵資料を中心に、授業の教材として活
用可能な和歌山に関する地域資料を取り上げ、資料のデジタル画像と資料に関する解説シート（図
１）、資料を活用したワークシート（図２）を公開している。
　解説シートの１ページ目には、概要、資料画像、必要に応じて翻刻、意訳、語句や人名の説明等、
２ページ目には、資料に関する歴史的背景や和歌山とのかかわり、資料内容の説明等の解説、３ペー
ジ目には、教材研究の助けとなる授業での活用のポイント、資料の出典、関連資料、参考となるウェ
ブサイト等のリンク、参考文献を掲載している。１、２ページ目は、授業で生徒に配布して使用する
ことができるようにしている。また、学校教育以外の一般向けとしても活用できるように作成してい
る。この解説シートは、１章２節で分類したB職員が授業のサポートとなる資料の解説などを記した
シートを公開している事例にあてはまる。
　ワークシートは、対応する資料の解説シートの１、２ページ目と教科書を用意すれば、そのまま授
業で活用できるようにしている。このワークシートは、①関心を持つことができる内容であること、
②教科書の内容と離れすぎないこと、③複数の異なる視点を提示し思考を揺さぶること、④自らの考
えを記すことを意識して作成している。また、ワード形式のワークシートを掲載し、教員が授業内容
に応じて編集して使用できるようにしている。これは、１章２節で分類したA教員が実際の授業で活
用するために作成した学習指導案や教材を公開している事例に近い。ただ、このワークシートは、特
定の授業を想定した教員が作成したものではなく、職員が授業での活用のモデルとして提示した教材
である。
　これらの授業用教材は、教育委員会からの出向職員（2024年度からは筆者）が原案をつくり、専門
職員らが専門的な知見をもとに教材の修正等を行って作成している。

2.2.　「授業で使える和歌山の資料」解説シート、ワークシートの分類
　表３で取り上げた「授業で使える和歌山の資料」の解説シートやワークシートといった授業用教材
において作成者が意図した目標を社会科教育学や歴史学等の学問的知見を踏まえて分類すると表４に
なる。本節では、その学問的知見をもとに各目標が重要である根拠と本稿における大目標とのつなが
りを記す。

2.2.1.　歴史的類推
　①歴史から教訓を得られるかを判断することは、「唐の繁栄」、「キリシタン禁制」、「大塩の乱」、「紀
北の自由民権運動」、「紀南の自由民権運動」、「和歌山の自由民権運動」があてはまる。池尻（2014）

（47）は歴史的類推を、「歴史上の類似した社会的な経験を現代の場面に適用すること」と定義する。ま
た、レヴスティク・バートンは、歴史の学びのスタンスを４つに分類しその１つに、異質な出来事の
間に結び付きを探し出し、発展の趨勢や因果のパターン、立論の構造を認識する「分析的探究」を設
定している。そして、このスタンスから導き出される目標に、「過去から教訓を得ること」があるとす
る。ただ、歴史から得られる教訓は、判然としない複雑な問題をもつため、応用可能性の議論に児童
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生徒が参加する機会を与えるべきだとしている。個々の歴史的状況の多様性を考慮した上で、歴史か
ら教訓を得られるかを判断することによって、現代的な諸課題に対する自らの考えを形成する根拠と
なり、平和で民主的な社会の発展のために主体的に行動できる資質・能力を持つことができる。
　「唐の繁栄」では、『貞観政要』の記述から、小規模な家族を基盤とする社会を、皇帝が儒教の理念
のもとに官僚を用いて支配するという中華王朝の政治思想を学ぶことによって、儒教道徳が社会や個
人に及ぼすメリットとデメリットを考え、現代の場面に適用が可能か判断することができる。「キリシ
タン禁制」では、キリシタンを発見した者に賞金を与える訴人褒賞制を学ぶことによって、支配体制
を安定させるために住民らが相互に監視することが社会の発展につながるのかを現代社会とつなげて
考えることができる。「大塩の乱」では、貧民救済のために乱を起こした大塩平八郎の活動を評価する
ことによって、この事例が類推できるかどうかも含めて、正義のための破壊活動が許されるのかを考
えることができる。「紀北の自由民権運動」、「紀南の自由民権運動」、「和歌山の自由民権運動」では、
明治時代の和歌山県の自由民権運動に関する資料を読み取り、明治時代の和歌山県の人々の権利意識
と政治参加、国民意識について学ぶことによって、主権者として生きる生徒が歴史から教訓を得られ
るのか得られないのかも含めて考えることができる。

2.2.2.　来歴を知ること
　渡部（2019）は、地名の由来を学ぶことや社会問題の起源や原因を学ぶこと、判断の根拠を知るア
プローチ、自己のアイデンティティを形成することなど、現在の事象の起源や原因を探る来歴を知る
学習を取り上げている。「授業で使える和歌山の資料」では、現代的な概念の来歴を知ることと、資料
がいかに作られて現在に至るまで保存されてきたのかを知ることの２つに分類される。
　②現代的な概念の来歴を知ることは、「学制の布達」、「明治時代初期の家族のかたち」があてはまる。
　「学制の布達」では、学制に関する資料を読み取り、明治時代初期の学校教育の方針と現代の学校教
育の方針を比較する活動を行うことによって、生徒自身の置かれた環境である学校教育が時代ととも
に変化してきたことを学ぶことができる。「明治時代初期の家族のかたち」では、明治時代初期の離婚
に関する資料を読み取り、家族に対する江戸時代の価値観が残っている地域の人々と近代ヨーロッパ
の価値観を取り入れようとする政府の違いやそれぞれの影響を学ぶことによって、現代の家族観が歴
史的背景をもって変化してきたことを学ぶことができる。「学校教育」や「家族」に対する価値観が現

表４　「授業で使える和歌山の資料」の目標の分類
目標 解説シートのタイトル

１ 歴史的類推 ① 歴史から教訓を得られるかを判
断すること

「唐の繁栄」、「キリシタン禁制」、「大塩の乱」、
「紀北の自由民権運動」、「紀南の自由民権運
動」、「和歌山の自由民権運動」

２ 来歴を知ること ②現代的な概念の来歴を知ること 「学制の布達」、「明治時代初期の家族のかた
ち」

③資料の来歴を知ること 「唐の繁栄」、「清の繁栄」

３   他者の価値観を
理解すること

④ 「遠い声（distant Voices）」を
聴くこと

「清の繁栄」、「地券」、「那賀地方の移民」、「高
野山と大衆文化」

⑤地球の住民の意識を持つこと 「近代産業の発展」、「和歌山の公害対策」
⑥資料から過去の状況を知ること 「将軍継嗣問題」、「桜田門外の変」

４  資料を活用する ⑦ 民主的な社会の発展のために資
料を活用すること 「高野山と大衆文化」、「和歌山の公害対策」
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代と過去で異なることを学ぶことによって、児童生徒にとって当たり前と捉えられてきた概念を相対
化することで複数の価値尺度を持つことができ、自らとは異なる他者を尊重することにつながる。
　③資料の来歴を知ることは、「唐の繁栄」、「清の繁栄」があてはまる。渡部（2019）は、家族、地
域共同体、学校、会社、サークルの来歴の歴史物語は、史実の信憑性がないことが多いが、その集団
の中での認知度が高く、前向きな内容で、集団の一体感を持つ力になると指摘する。ただ、語られて
いない負の側面や語りから排除された人々に気づきにくいこと、集団によっては明るい話題が少ない
ことに自覚的でなければならないとする。これは、本稿の大目標である、社会の発展のために主体的
に行動できることにつながると考える。
　「唐の繁栄」では、和歌山県立耐久高等学校が所蔵する『貞観政要』の来歴を学ぶことによって、

「清の繁栄」では、「濱口梧陵文庫」の『万寿盛典』の来歴を学ぶことによって、身近な学校や地域の
歴史が日本史や世界の歴史と結びついていることに気づき、生徒自身のアイデンティティの形成につ
ながることができる。ただ、地域の歴史を学ぶときには、他地域の歴史と比較して、他地域を貶める
考えに陥らないことが重要である。

2.2.3.　他者の価値観を理解すること
　③「遠い声（Distant Voices）」を聴くことは、「清の繁栄」、「地券」、「那賀地方の移民」、「高野山
と大衆文化」があてはまる。Barton、Ho（2022）（48）は、正義と調和を追求する姿勢を養うための
社会教育・市民教育のカリキュラムを提示する。その１つとして、身近な人々の意見だけでなく、そ
の場にいない人の意見にも耳を傾ける「遠い声（Distant Voices）」を聴くことを学習活動に取り入れ
なければならないと主張する。児童生徒がこの姿勢を持つことによって、異なる立場の人々のニーズ
を満たすこと、異なる状況で得た知識の恩恵を受けること、自らの価値観や思い込みを振り返ること
ができるとする。
　「清の繁栄」では、清代の北京に多様な人々が存在する様子を描いた『万寿盛典』を読み取り、清代
の中国と江戸時代の日本の社会の共通点や相違点を考える活動によって、日本と中国の文脈の共通点
や相違点を考えることができる。「地券」では、地券の資料を読み取り、明治時代に生まれた土地制度
や税制について政府の立場と地域の人々の立場の両方の視点を学ぶことによって、１つの事象に対す
る多面的、多角的な視点を得ることができる。「那賀地方の移民」では、明治時代に那賀地方からサン
フランシスコへと渡った人々に関する資料を読み取り、人が移動する動機や影響などを考察すること
によって、異なる背景を持つ人々が出会うときの利点や注意すべきことを学ぶことができる。「高野山
と大衆文化」では、大正時代の高野山観光に関する資料を読み取り、時代による人々の高野山に対す
るとらえ方の違いを宗教などの観点から考察することによって、多くの生徒が身近ではないと考えや
すい宗教に対する１つの考えを学ぶことができる。
　④地球の住民の意識を持つことは、「近代産業の発展」、「和歌山の公害対策」があてはまる。羽田

（2018）（49）は、地球上の人々が相互理解を深めるとともに、地球上の人々がすでに有する様々な帰属
意識に加えて、地球への帰属意識を持つことが重要であるとする。この意識を持つことによって、地
球を守るため、人類がより平和でより幸せな生活を送ることができるように、より多くの人々が互い
の意見の相違を乗り越えて、行動できるようになると指摘する。
　「近代産業の発展」では、綿ネルに関連する資料を読み取り、モノに焦点を当てて地域、日本、国際
関係を考えることによって、身近な地域と世界がつながりあっていることを学ぶことができる。「和歌
山の公害対策」では、和歌山県の広報紙『県民の友』に掲載された県の公害対策に関する資料を読み
取り、高度経済成長期の公害問題と現在の環境問題を比較することによって、これからの地球全体の
課題である環境問題に対して、生徒たちができることを考えることができる。これらの学習を通して、
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地球の住民の意識を持ち、平和で民主的な社会の発展のために主体的に行動できる資質・能力を伸ば
すことを目指している。
　⑤資料から過去の状況を知ることは、「将軍継嗣問題」、「桜田門外の変」があてはまる。高等学校学
習指導要領地理歴史編（平成30年告示）（50）の科目歴史総合には、「歴史の特質と資料」の項目があ
る。ここでは、「日本や世界の様々な地域の人々の歴史的な営みの痕跡や記録である遺物、文書、図像
などの資料を活用し、複数の資料の関係や異同に着目して、資料から読み取った情報の意味や意義、
特色などを考察し表現することにより、資料に基づいて歴史が叙述されていることを理解すること、
資料を取り扱う際の留意点に気付くこと」を目標に掲げ、歴史学習に必要な基本的な技能などを身に
付けることを目指している。
　「将軍継嗣問題」、「桜田門外の変」では、資料の内容や資料の来歴、作成者、作成者の意図などの周
辺情報を考察することで、江戸時代末期の情報ネットワークの特徴や人々の政治に対する関心の高さ
などの過去の状況を資料から学び、現在との共通点や相違点を考えることができる。

2.2.4.　資料を活用すること
　⑦民主的な社会の発展のために資料を活用することは、「高野山と大衆文化」、「和歌山の公害対策」
があてはまる。１章２節で言及したように世界アーカイブ宣言の理念と本稿の大目標である、児童生
徒が平和で民主的な社会の発展のために主体的に行動できる資質・能力を持つことは合致する部分が
多い。このことを踏まえると、収集・保存・整理した資料を活用できることが民主的な社会の発展の
ために必要不可欠であることを理解することが、教育的観点から見て重視されると考える。
　「高野山と大衆文化」では、高野町が2028年までに導入する方針を発表した高野山観光客への「入
山税」に対して、大正時代の高野山の観光と宗教の関係を考察する資料として活用できる。「和歌山の
公害対策」では、現在の地球環境問題を考える際に、資料を通して、過去の公害問題に対する和歌山
県・和歌山市の行政の取り組みを検証することができる。

2.3.　「授業で使える和歌山の資料」の長所と課題
　本節では、これまでの本稿の内容を踏まえて、「授業で使える和歌山の資料」の授業用教材の教員の
視点からの長所と今後公文書館等として取り組むべき課題を示す。

2.3.1.　「授業で使える和歌山の資料」の長所
　１つ目の長所は、教員が独自の教材研究をせずに授業で活用できるワークシートである。このワー
クシートは、教科書の約２、３ページの内容を学習できることをベースにして、そのうえで資料の活
用を行うことを意識している。本稿で取り上げた都道府県立公文書館等が提供する授業用教材は、資
料を中心に据えたシートや学習指導案であり、それぞれの学校現場で授業用教材を活用するには、教
員が普段行っている授業との整合性をとりながら、資料に応じた問いの作成や授業の構成を教員自身
で組み立てる必要がある。授業は、それぞれの学校の文脈や児童生徒の実態に応じて最も適切な内容
や方法は変化する。しかし、多様な業務を抱えるなか、教材研究の時間を増やして公文書館等が提供
する授業用教材を活用するのは、一部の熱心な教員に限られ、多くの教員は従来通りの授業を実践す
ると考えられる。一方、高大連携歴史教育研究会第２部会が提供する「教材共有サイト2.0」（51）では、
各々の会員が作成した歴史授業に関するワークシートなどの教材が投稿され、会員であれば自由に授
業で活用することができる。このページで公開される教材は、科目別・項目別に分類され、授業でそ
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のまま活用可能なものが多く、授業づくりに悩む教員が「明日使える教材」として「つまみ食い」で
きるとのことで、多くの会員を集めてきた（52）。これを踏まえると、教員が独自の教材研究をせずに
授業で活用できるワークシートは、多様な文脈を持つ教員にとって活用しやすいものと考える。
　２つ目の長所は、大目標とつながりを意識した授業用教材になっていることである。「授業で使える
和歌山の資料」の授業用教材は、はじめに記した大目標とのつながりを意識して作成しており、２章
２節でそのつながりを明示した。これは、１章２節で言及したように、本稿における大目標の達成を
実現するためにも重要なことである。

2.3.2.　「授業で使える和歌山の資料」の課題
　１つ目の課題は、学校教員と連携した授業用教材ではないことである。授業用教材は、高等学校地
理歴史科教員を経験した教育委員会からの出向職員が作成しているため、一部の教員の視点を取り入
れてはいるが、多様な教員の視点を踏まえた授業用教材にはなっていない。池尻（2025）（53）は、社
会科教育における「理論」と「実践」の関係性に焦点をあて、両者の貢献に結び付けるために、両者
の間に「デザイン原則」を取り入れることを提案している。これは、研究者と実践者がタッグを組み、
実践現場の問題を理論的に分析したり、解決策を探索したりした後、実践文脈以外でも活用できそう
な抽象度で介入をデザイン・構築し、実践データを通して評価・省察することを繰り返して「デザイ
ン原則」を作ることである。この提案について、文書館を歴史資料に関する研究者であると捉えると、
文書館と実践者（教員）がタッグを組み、上記の取り組みを行うことが考えられる。例えば、福井県
文書館は教員とともに教材開発ワークショップを実施している（54）。ここでは、文書館職員が、教員
の課題意識に応じて資料を提供して、授業用教材を作成している。今後、教材開発ワークショップ等
を通して「デザイン原則」を作ることを意識しながら取り組むことが、この課題を解決し、より効果
的な活用につながると考える。
　２つ目の課題は、授業用教材で取り上げる科目や時代・地域が幅広くないことである。１章２節で
言及したように、公文書館等が提供する授業用教材は、所蔵資料の年代に偏りがあるため、日本の近
世以降の授業用教材が多くなっている。「授業で使える和歌山の資料」も、16点の授業用教材のうち、
日本の近世に分類される授業用教材は３点、日本の幕末から明治時代までに分類される授業用教材は
10点である一方で、古代に分類される授業用教材は１点、中世に分類される授業用教材はない。古代
に分類される「唐の繁栄」で用いている『貞観政要』は、古代に作られた内容であるが、ここで取り
上げている資料は江戸時代に刊行されたものである。１章２節で言及した山口県文書館の事例と同様
に、既存の資料を多様な時代・分野での活用を想定した授業用教材の拡充が重要である。また、「授業
で使える和歌山の資料」は、他館と比較して世界史に関連する授業用教材が多い。「唐の繁栄」、「清の
繁栄」、「明治時代初期の家族のかたち」、「那賀地方の移民」は、世界史の授業での活用を想定した授
業用教材である。岡ら（2023）（55）は、生徒が世界史を身近に感じられることを目指して、生徒自身
が生きる地域が世界につながっている歴史を取り上げている。このように日本の歴史だけではなく、
世界の歴史を身近な地域の事例から学ぶことは、２章２節で取り上げた「遠い声（Distant Voices）」
を聴くことや地球の住民の意識を持つことにつながる。今後、このような幅広い科目や時代・地域と
関連する授業用教材を増やしていくことが、教員が授業実践を行う際の選択肢の拡大につながると考
える。
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おわりに
　これまでの本稿の内容を踏まえて、公文書館等が提供する授業用教材の効果的な活用のために重要
と考えられることは３つある。
　１つ目は、１章２節で分類した授業用教材の事例、A教員が授業で活用するために作成した学習指
導案や教材を公開している事例とB職員が授業のサポートとなる資料の解説などを記したシートを公
開している事例の両方を拡充していくことである。Aの事例では、教材研究の負担が少なく活用でき
ることから、幅広い教員への訴求が見込まれる。Bの事例では、解説等の歴史資料に関する専門的な
知見を提供できることから、教員だけではない多様な知見に基づいた教材研究が可能になる。これら
はともに異なる重要な利点があるため、両方の事例を拡充していくべきである。また、それぞれの教
員には異なる課題意識があり、その課題解決のために、AとBの両方の事例において取り上げる科目
や時代・地域を幅広く取り扱うことも重要となる。
　２つ目は、２章２節で示したように、大目標とのつながりを明らかにした授業用教材の開発である。
レヴスティク・バートンが指摘するように、参加民主主義・多元主義的民主主義の視点を持つ市民性
の育成の姿勢を教員が持つには、各教員が明瞭に考察され、はっきりと意識された歴史教育の大目標
を持つことが重要である。本稿における大目標の達成のためにも、教員が上記の姿勢を持つことが重
要な要素の１つである。そのため、公文書館等が、大目標を明示した授業用教材を提示することによ
って、それぞれの教員が自らの歴史教育に対する考え方と合致する授業用教材を選んで活用しやすく
なると考える。
　３つ目は、公文書館等と教員の様々な形での継続的な交流である。都道府県立公文書館等では、教
員が人事異動で配属されることが多い。その利点を活かして、教員として積み上げてきた授業に対す
る知見と歴史資料に関する知見を融合させて、授業用教材の作成に取り組むことが重要である。また、
公文書館等が、幅広い教員から認知されていなければ、効果的な活用が見込まれる授業用教材が公開
されていても、活用されることがない。教員から認知され、授業用教材を活用することは、即効性が
期待できるものではなく、教員の研究会への参加や連携などの継続的な交流が重要となる。その上で、
教員に授業用教材を効果的に活用されるための取組が重要となる。
　本稿では、都道府県立公文書館が提供する授業用教材を整理することで、その意義と課題を明らか
にした。教員と公文書館等という立場の異なる者が連携することは、教員の視点からみると、資料等の
活用などの歴史的なデータがこれからの社会を担う児童生徒の姿勢や行動の根拠となることで、多様な
価値を認め合うことのできる平和で民主的な社会の発展へとつながる。また、公文書館等にとっては、
世界アーカイブ宣言の理念の達成を促進することができ、双方の視点から意義深い。その意義を常に意
識しながら、課題の解決のための活動を続けて、今後の学校教育連携事業の発展につなげたい。
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